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子どもたちが書道パフォーマンス！
　南風原町文化協会の主催で２月９日から１６日
に第9回南風原子ども文化祭が開催されました。
１６日には文化センターにて書道パフォーマンス
が行われ、子ども達は緊張した様子で一生懸命
書き上げていました。
　パフォーマンスの最後に首里城の再建を願っ
て書き上げられた作品は、町立中央公民館のロ
ビーに4月末まで展示されています。

上手に書けたかな？
2月16日

防災意識を高める講演会
　ちむぐくる館にて、防災に対する準備や心がま
え、緊急時に助け合える関係づくりについて理解
を深めることを目的に、社会福祉士・防災士であ
る稲垣暁氏を招いた講演会が行われました。
　講演会では、実際に起きた災害の様子や沖縄
県の現状についてのお話や災害についてのパネ
ルが会場に展示され、防災についての意識を高め
ました。

講演会の様子
2月16日

子どもたちの安全を見守っています
　町老人クラブ連合会が行っている、子どもたち
の登下校時の安全を守る地域見守りパトロール
の活動報告がちむぐくる館で開催されました。
　会では、各クラブが日頃行っている見守り活動
の状況や、危険と感じる箇所、今後の課題などが
発表され、学校・保護者・自治会と連携して安全を
守る環境づくりに向け、情報交換を行いました。

発表を行う宮平福寿会
2月14日

樹木の剪定ありがとうございました！
　津嘉山小学校にて、JA津嘉山みどり部会の皆
さま12名による樹木の剪定が行われました。こ
のボランティアは昨年から卒業式の前に行われ
ており、毎年みどりの日の前には役場庁舎内の
黒木剪定も行われています。
　きれいに剪定していただきありがとうござい
ました。

剪定の様子
2月18日

成果発表の様子
2月20日

琉球絣の発展を目指して
　琉球絣事業協同組合が内閣府から受託している

「沖縄型産業中核人材育成事業」の成果発表が文化
センターで行われました。この事業では、織物生産
者のデザイン力等技術の習得に加え、マーケティン
グ力強化や計数管理などの研修を実施しました。成
果発表では、研修生ひとりひとりが事業の成果を発
表し、会場には研修生の作品が展示されました。

兼城自治会にフラワーポットを贈呈！
　ちゅらうちなー安全なまちづくり推進会議が
実施しているフラワーポット事業で、兼城自治会
がモデル地域として選定され、フラワーポットが
贈呈されました。
　この事業は、地域住民がフラワーポットへの水
やりを行いながら「あいさつ運動」等を行うこと
で、安全で安心して暮らせる地域社会の実現を
目指して実施されているものです。

フラワーポット贈呈式の様子
2月21日

南風原かぼちゃ寄贈していただきました
　JAおきなわ南風原支店及び野菜生産部会よ
り町へ南風原かぼちゃの寄贈がありました。
　今年は１２８トンの出荷を目標としており、出
荷作業は５月連休明け頃まで行われる予定で、
県内での販売は５月中旬頃までの予定です。県
内ではファーマーズマーケット南風原「くがに市
場」で販売中です。

立派なかぼちゃを寄贈していただきありがとうございます！
2月25日

いながき さとる

　三月七日に、南風原中学校、南星
中学校で卒業式が開かれました。
先生や家族に見守られながら、卒
業生達は慣れ親しんだ学び舎を後
にし、新たな道へ向け旅立ちまし
た。

卒業

南風原中学校 260人
南星中学校 174人
南風原小学校 115人
津嘉山小学校 137人
北丘小学校 147人
翔南小学校 76人

令和元年度卒業生
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昨
年
の
10
月
に
発
生
し
た

首
里
城
の
火
災
で
、
沖
縄
県

民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ

る
首
里
城
と
多
く
の
美
術
品

や
絵
画
な
ど
の
貴
重
な
資
料

が
焼
失
し
た
こ
と
に
、
町
民

の
皆
さ
ま
も
心
を
痛
め
た
こ

と
と
存
じ
ま
す
。首
里
城
の

早
期
再
建
に
向
け
、
本
町
に

お
い
て
も
で
き
る
限
り
支
援

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
今
年
は
町
制
40
周
年
の
節

目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
新

た
な
飛
躍
の
年
に
す
る
た
め
、

多
く
の
政
策
を
成
し
遂
げ
る

こ
と
を
念
頭
に
、
私
が
掲
げ

ま
し
た
未
来
へ
つ
な
ぐ「
愛
・

夢
・
安
ら
ぎ
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
平
和
な
町
づ
く
り
、
教

育
文
化
の
町
づ
く
り
、
福
祉

の
町
づ
く
り
、
豊
か
な
町
づ

く
り
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
、

健
康
の
増
進
と
ス
ポ
ー
ツ
振

興
、
そ
し
て
町
民
参
加
の
町

づ
く
り
、
こ
の
７
つ
の
政
策

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
政
策
に
重
点
を

置
き
な
が
ら
、
町
の
財
政
健

全
化
へ
の
着
実
な
取
り
組
み

を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
財

政
基
盤
の
確
立
に
努
め
つ
つ
、

重
要
な
政
策
課
題
に
は
必
要

な
予
算
措
置
を
講
じ
る
な
ど
、

メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
町
政
運

営
に
努
め
ま
す
。

　
今
後
と
も
町
政
運
営
に
対

す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
令
和
２
年
度

に
実
施
す
る
施
策
に
つ
い
て
、

そ
の
骨
子
を
申
し
述
べ
ま
す
。

 

　「
第
五
次
南
風
原
町
総
合

計
画
」の
将
来
像「
と
も
に
つ

く
る
黄
金
南
風
の
平
和
郷
」

に
向
け
て
、
地
域
社
会
へ
の

愛
着
と
誇
り
、
そ
し
て
自
ら

責
任
を
持
っ
て
暮
ら
す
町
民

が
、個
々
の
思
い
を
表
し
、意

見
を
交
わ
し
、
夢
や
目
標
を

実
現
し
て
い
く
、
そ
の
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

諸
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
そ
の
基
本
理
念
の
「
平
和
」、

「
自
立
」、「
共
生
」
の
実
現
に

つ
い
て
は
、
世
界
の
恒
久「
平

和
」を
願
う
町
民
の
心
を
、
国

内
は
も
と
よ
り
世
界
へ
向
け

て
発
信
す
る
平
和
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

と
も
に
、
新
た
な
時
代
の
中

で
、「
自
立
」
し
た
人
々
が
育

ち
集
う
、
地
域
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
、
そ
し
て
自
然
と

の
調
和
、
人
と
人
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
た「
共
生
」の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
み
ん
な
で
創
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

多
様
な
学
び
の
場
を
と
お
し

て
町
民
一
人
ひ
と
り
が
共
に

考
え
、助
け
合
い
、支
え
合
っ

て
創
意
と
工
夫
で
地
域
力
を

高
め
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り

に
参
画
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
地

域
活
動
の
現
状
と
課
題
を
認

識
し
、
自
治
会
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
町
民
と
行
政
の
情
報
共
有

に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
を
は

じ
め
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
活

用
し
、
わ
か
り
や
す
く
必
要

な
情
報
を
発
信
し
ま
す
。ま

た
、
住
民
自
治
を
学
ぶ
出
前

講
座
や
学
習
会
の
開
催
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
各
種
委

員
会
等
へ
の
住
民
参
画
を
促

し
、
引
き
続
き
町
民
の
皆
様

の
ご
意
見
が
町
政
に
最
大
限

に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

　
子
ど
も
達
の
「
生
き
る
力
」

と
主
体
的
な
行
動
を
育
て
て

い
く
た
め
に
、「
家
庭
教
育
」、

学
生
の
派
遣
、「
青
少
年
の
国

際
交
流
」
に
よ
る
中
学
生
の

ハ
ワ
イ
派
遣
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
海
外
移
住
者
子
弟
を

南
米
か
ら
受
け
入
れ
親
戚
や

町
民
と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

は
、
黄
金
森
公
園
施
設
を
活

用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

を
誘
致
し
ま
す
。ま
た
、町
民

へ
広
く
ス
ポ
ー
ツ
実
践
の
機

会
を
与
え
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

及
び
競
技
力
向
上
の
推
進
等
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
第
二
次
南
風
原
町
地
域
福

祉
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
町

民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動
の

充
実
や
様
々
な
福
祉
課
題
の

早
期
把
握
及
び
相
談
支
援
体

制
の
強
化
を
図
り
、
関
係
機

関
と
連
携
し
地
域
で
支
え
合

い
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
重
点
を
置
く
と
と
も
に
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
学

童
期
の
生
活
習
慣
病
予
防
の

取
り
組
み
の
継
続
及
び
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
を

活
用
し
た
妊
産
婦
か
ら
子
育

て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
の
充
実
強
化
等
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援

体
制
を
強
化
し
、
健
康
長
寿

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
国
保
制
度

改
革
以
来
続
い
て
き
ま
し
た

国
保
会
計
の
赤
字
に
つ
い
て
、

令
和
元
年
度
末
で
す
べ
て
解

消
い
た
し
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、
令
和
２
年
度
以
降
も

厳
し
い
国
保
財
政
の
状
況
が

続
く
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
沖
縄
県
国
民
健
康
保
険

運
営
方
針
に
示
す
市
町
村
の

役
割
を
し
っ
か
り
と
担
い
、

県
と
連
携
し
安
定
的
な
運
営
、

負
担
の
公
平
化
及
び
医
療
費

適
正
化
の
取
り
組
み
を
推
進

と
も
に
つ
く
る

黄
金
南
風
の

平
和
郷
に
つ
い
て

さ

　

 

と

こ
が
ね

　は

　え

き
ら
き
ら
と

輝
く
人
が
育
つ

ま
ち
に
つ
い
て

ち
む
ぐ
く
る
で

と
も
に
つ
く
る

福
祉
と
健
康
の

ま
ち
に
つ
い
て

み
ん
な
で
考
え
、

み
ん
な
で
創
る

わ
く
わ
く
す
る

ま
ち
に
つ
い
て

「
ふ
る
さ
と
教
育
」、「
学
校
教

育
」
を
通
し
て
、
自
ら
考
え
、

決
め
、
行
動
で
き
る
人
づ
く

り
を
家
庭
と
学
校
、
地
域
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。ま
た
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
児
童
・
生
徒
の
基

礎
学
力
の
定
着
と
併
せ
て
新

た
に
読
解
力
の
改
善
に
取
り

組
み「
確
か
な
学
力
」向
上
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
の
提
唱
す
る

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

の
実
現
に
向
け
、
町
内
小
中

学
校
の
全
普
通
教
室
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
整
備
を
行
い
「
創

造
性
を
育
む
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
実
現
」
に
向
け
た
整
備

を
進
め
ま
す
。

　
幼
稚
園
教
育
、
保
育
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た

幼
児
教
育
の
重
要
性
を
捉
え
、

専
任
園
長
配
置
や
「
幼
稚
園

体
育
活
動
充
実
事
業
」
な
ど

様
々
な
事
業
を
展
開
し
、
よ

り
一
層
の
幼
稚
園
教
育
及
び

保
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
の
増
に
対
応
す
る

学
校
共
同
調
理
場
の
施
設
整

備
を
図
る
と
と
も
に
、安
全
・

安
心
な
給
食
を
提
供
し
、
健

康
づ
く
り
に
努
め
、
食
育
を

推
進
し
ま
す
。

　
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
度
に
公
立
幼
稚
園
、

小
中
学
校
の
全
普
通
教
室
に

空
調
設
備
の
整
備
を
行
い
、

今
年
度
か
ら
稼
働
と
な
り
ま

す
。快
適
な
教
育
環
境
の
中

で
、
更
な
る
学
力
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
活
動

を
含
め
た
環
境
教
育
・
環
境

学
習
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
町
民
の
生
涯
学
習
を
推
進

す
る
た
め
、
中
央
公
民
館
や

文
化
セ
ン
タ
ー
を
文
化
活
動

や
学
習
活
動
の
拠
点
と
し
て

活
用
す
る
と
と
も
に
、
地
域

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
地
域

と
町
民
を
繋
ぐ
役
割
を
推
進

し
、
幅
広
い
年
齢
層
が
交
流

す
る
機
会
の
拡
充
を
図
り
ま

す
。

　
平
和
学
習
・
交
流
・
観
光

関
連
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
陸
軍
病
院
南
風
原

壕
群
の
活
用
、「
子
ど
も
平
和

学
習
交
流
事
業
」
に
よ
る
小

施政方針施政方針
　令和２年第１回南風原町議会定例
会の開会にあたり、赤嶺正之町長によ
る施政方針演説が行われました。「施
政方針」とは、これからの町政運営に
向けて基本的な考え方と主な施策を
示すものです。

令和2年度施政方針

南風原町長　赤 嶺 正 之

し
ま
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
を
し

て
い
る
保
護
者
か
ら
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
、

中
学
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

医
療
費
助
成
の
現
物
給
付

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

保
育
所
待
機
児
童
の
解
消

に
向
け
て
は
、
90
名
定
員
の

保
育
園
２
園
と
小
規
模
保

育
園
１
園
の
開
園
に
よ
る

定
員
増
及
び
認
可
保
育
園

と
の
連
携
し
た
解
消
策
に

継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
等

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
家
庭

が
社
会
的
に
孤
立
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
引
き
続
き

居
場
所
の
設
置
や
若
年
妊

産
婦
の
支
援
を
継
続
し
、
支

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

達
を
支
え
、
健
や
か
な
成
長

を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　
障
が
い
者
（
児
）・
高
齢

者
支
援
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
「
第
９
次
南
風
原
町
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
」、「
第

５
次
南
風
原
町
障
が
い
者

計
画
・
第
６
期
障
が
い
福
祉

計
画
・
第
２
期
障
が
い
児
福

祉
計
画
」
を
策
定
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
及
び
相
談

支
援
体
制
の
強
化
を
図
り
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

更
な
る
発
展
を
図
り
ま
す
。

 

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

農
地
の
有
効
活
用
を
推
進
し
、

農
地
の
保
全
や
土
壌
改
良
・

地
力
増
強
を
促
進
す
る
た
め

の
土
づ
く
り
奨
励
補
助
を
継

続
し
ま
す
。拠
点
産
地
で
あ

る
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
増
産
支
援

の
た
め
の
ミ
ツ
バ
チ
巣
箱
設

置
や
花
粉
交
配
用
品
種
の
導

入
な
ど
の
助
成
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
新
規
就
農
一
貫

支
援
事
業
の
活
用
に
よ
る
生

産
農
家
を
支
援
し
、
農
業
経

営
基
盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
特
定
地
域
経
営
対
策

事
業
を
活
用
し
、
自
然
災
害

に
強
い
施
設
の
整
備
を
行
い
、

付
加
価
値
の
高
い
農
産
物
の

生
産
や
出
荷
体
制
の
強
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
行
い
、
販
路
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支

援
す
る
こ
と
で
農
業
経
営
の

振
興
を
図
り
ま
す
。

　
担
い
手
育
成
な
ど
に
つ
い

て
は
、
町
農
業
委
員
会
の
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
、
農
地
中
間

管
理
機
構
と
連
携
し
耕
作
放

棄
地
や
遊
休
農
地
を
解
消
し
、

農
地
の
確
保
・
集
積
を
行
う

と
と
も
に
、
農
業
次
世
代
人

材
投
資
資
金
交
付
金
の
給
付

等
に
よ
り
、
新
規
就
農
者
等

の
農
業
の
担
い
手
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ

キ
ビ
振
興
に
つ
い
て
は
、
病

害
虫
対
策
や
種
苗
配
布
に
対

す
る
補
助
等
に
よ
る
生
産
振

興
を
図
り
ま
す
。

　
花
き
振
興
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
品
目
へ
の
取
り
組
み

の
強
化
や
導
入
支
援
に
努
め

る
と
と
も
に
、
ス
ト
レ
リ
チ

ア
立
ち
枯
れ
対
策
の
強
化
を

促
進
し
ま
す
。

　
畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、

生
産
基
盤
の
整
備
と
経
営
の

安
定
化
を
図
る
た
め
、
家
畜

公
害
・
環
境
保
全
対
策
事
業

や
家
畜
伝
染
病
予
防
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た

「
南
風
原
町
地
域
ブ
ラ
ン
ド

構
築
・
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

事
業
に
よ
り
、
特
産
品
の
商

品
開
発
や
、
販
路
拡
大
を
町

商
工
会
と
連
携
し
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。既
に
複
数
の
事

業
所
が
量
販
店
な
ど
と
商
品

の
販
売
契
約
を
結
ん
で
お
り
、

今
後
も
商
品
の
販
路
開
拓
に

取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、
中
小

企
業
対
策
に
つ
い
て
は
、
町

内
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の

強
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援

を
強
化
し
ま
す
。ま
た
、
本
町

へ
の
新
た
な
企
業
立
地
の
促

進
・
支
援
を
強
化
し
、
雇
用

拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
伝
統
工
芸
産
業
振
興
に
つ

い
て
は
、
振
興
計
画
に
基
づ

く「
後
継
者
育
成
事
業
」等
を

実
施
し
、
琉
球
絣
・
南
風
原

花
織
の
従
事
者
の
減
少
に
対

応
し
若
手
を
中
心
に
育
成
す

る
こ
と
で
、
現
代
の
新
し
い

感
性
を
持
っ
た
後
継
者
の
育

成
を
琉
球
絣
組
合
と
連
携
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、

観
光
協
会
と
連
携
し
て
観
光

施
策
の
推
進
・
振
興
に
努
め

ま
す
。

　
都
市
化
や
生
活
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
が
進
む
な
か
、
地

域
に
お
け
る
安
全
・
安
心
な

環
境
基
盤
づ
く
り
を
地
域
と

協
働
し
取
り
組
み
ま
す
。

　
道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、

昨
年
と
同
様
に
町
道
10
号
線

で
は
事
業
用
地
の
確
保
、
町

道
73
号
線
は
道
路
整
備
を
促

進
し
ま
す
。新
た
に
照
屋
地

内
の
町
道
68
号
線
は
、
整
備

に
向
け
た
設
計
業
務
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
街
路
事
業
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
津
嘉
山
中
央
線
は

道
路
の
整
備
、
津
嘉
山
中
央

線
２
工
区
は
事
業
用
地
確
保

の
た
め
の
物
件
補
償
を
進
め

ま
す
。

　
公
園
事
業
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
黄
金
森
公
園
の
老

朽
化
し
た
転
落
防
止
柵
の
取

り
替
え
、
津
嘉
山
公
園
で
は
、

北
側
斜
面
の
対
策
工
事
と
照

明
施
設
の
埋
設
管
等
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

　
津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
は
、
旧
津
嘉

山
ハ
イ
ツ
区
域
の
宅
地
造
成

及
び
本
部
公
園
線
等
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
の
汚
水
整
備

に
つ
い
て
は
、
津
嘉
山
北
土

地
区
画
整
理
事
業
区
域
と
津

嘉
山
中
央
線
を
重
点
地
区
と

し
て
整
備
を
促
進
し
、
併
せ

て
下
水
道
接
続
の
普
及
活
動

を
強
化
し
ま
す
。雨
水
整
備

で
は
、
引
き
続
き
照
屋
地
内

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ

い
て
は
、
神
里
地
区
汚
水
処

理
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
再

整
備
事
業
の
採
択
に
向
け
た

実
施
計
画
策
定
業
務
を
行
い
、

各
世
帯
の
接
続
の
普
及
活
動

に
つ
い
て
も
促
進
し
ま
す
。

  

計
画
関
係
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
那
覇
空
港
自
動
車
道

南
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
市
街
地

整
備
事
業
化
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
市
街
化
区
域

編
入
に
係
る
調
査
、
第
五
次

総
合
計
画
土
地
利
用
構
想
と

の
整
合
を
図
る
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
等
を

進
め
ま
す
。ま
た
、
南
風
原
町

景
観
条
例
を
令
和
２
年
度
か

ら
施
行
し
、
町
民
及
び
事
業

者
の
協
働
に
よ
る
良
好
な
景

観
の
形
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
交
通
安
全
施
設
整
備
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
、
横
断
防
止
柵
等
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

 

　
住
み
良
い
住
環
境
と
循
環

型
社
会
の
実
現
に
向
け
、
ご

み
減
量
化
と
資
源
化
・
再
利

用
を
促
進
し
ま
す
。ま
た
、
ご

み
の
不
法
投
棄
等
に
つ
い
て

は
、
町
内
の
不
法
投
棄
発
生

箇
所
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
し
、
立
て
看
板
等
を

設
置
し
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨

て
ら
れ
る
食
品
ロ
ス
削
減
の

た
め
、「
食
品
ロ
ス
削
減
計

画
」
策
定
に
向
け
取
り
組
み
、

「
は
え
ば
る
版
リ
サ
イ
ク
ル

ル
ー
プ
」事
業
を
中
心
に
、
町

民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
・
事
業
所

等
と
の
連
携
及
び
情
報
共
有

を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
へ
の
環
境
教
育
・
環
境
学

習
も
重
要
な
こ
と
か
ら
、「
は

え
ば
る
エ
コ
セ
ン
タ
ー
」を
活

用
し
た
各
種
環
境
講
座
や
学

校
と
の
連
携
に
よ
る
環
境
学

習
支
援
事
業
を
実
施
し
、環
境

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　
町
民
の
生
活
に
密
接
し
た

悪
臭
、
騒
音
、
水
質
汚
濁
、
振

動
等
の
公
害
問
題
に
つ
い
て

は
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し

生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
ま

す
。

 

　
本
町
の
令
和
元
年
度
予
算

は
、
緊
縮
財
政
に
よ
り
こ
れ

ま
で
に
な
い
厳
し
い
予
算
編

成
と
な
り
ま
し
た
。今
後
も

国
保
会
計
の
赤
字
の
解
消
、

東
部
消
防
庁
舎
建
設
に
伴
う

負
担
金
の
増
、
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
の
導
入
等
、
新

た
な
財
政
負
担
も
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
「
中
期
財
政
計

画
」を
見
直
し
、
令
和
２
年
度

か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
３
年

計
画
の
「
第
三
次
財
政
健
全

化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

歳
入
・
歳
出
の
両
面
に
お
い

て
健
全
化
に
取
り
組
み
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る

よ
う
、
計
画
を
着
実
に
実
行

し
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
務
め
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
予
算
編
成

に
つ
い
て
は
、「
第
三
次
財
政

健
全
化
計
画
」を
基
に
、
第
五

次
南
風
原
町
総
合
計
画
の
将

来
像
「
と
も
に
つ
く
る
黄
金

南
風
の
平
和
郷
」
の
実
現
を

目
指
し
、「
選
択
と
集
中
」
に

よ
る
予
算
編
成
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
子
育

て
支
援
・
教
育
の
充
実
を
図

り
、福
祉
向
上
、産
業
振
興
等
、

町
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
事
業

を
実
施
し
、「
南
風
原
町
に
住

ん
で
良
か
っ
た
」「
南
風
原
町

に
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」、

そ
う
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
町
づ
く
り
に
、
誠
心
誠

意
取
り
組
み
ま
す
。

　
令
和
２
年
３
月
４
日

南
風
原
町
長
　
赤
嶺
　
正
之

あ か  み ね  ま さ  ゆ き

は
じ
め
に

は
じ
め
に
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昨
年
の
10
月
に
発
生
し
た

首
里
城
の
火
災
で
、
沖
縄
県

民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ

る
首
里
城
と
多
く
の
美
術
品

や
絵
画
な
ど
の
貴
重
な
資
料

が
焼
失
し
た
こ
と
に
、
町
民

の
皆
さ
ま
も
心
を
痛
め
た
こ

と
と
存
じ
ま
す
。首
里
城
の

早
期
再
建
に
向
け
、
本
町
に

お
い
て
も
で
き
る
限
り
支
援

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
今
年
は
町
制
40
周
年
の
節

目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
新

た
な
飛
躍
の
年
に
す
る
た
め
、

多
く
の
政
策
を
成
し
遂
げ
る

こ
と
を
念
頭
に
、
私
が
掲
げ

ま
し
た
未
来
へ
つ
な
ぐ「
愛
・

夢
・
安
ら
ぎ
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
平
和
な
町
づ
く
り
、
教

育
文
化
の
町
づ
く
り
、
福
祉

の
町
づ
く
り
、
豊
か
な
町
づ

く
り
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
、

健
康
の
増
進
と
ス
ポ
ー
ツ
振

興
、
そ
し
て
町
民
参
加
の
町

づ
く
り
、
こ
の
７
つ
の
政
策

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
政
策
に
重
点
を

置
き
な
が
ら
、
町
の
財
政
健

全
化
へ
の
着
実
な
取
り
組
み

を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
財

政
基
盤
の
確
立
に
努
め
つ
つ
、

重
要
な
政
策
課
題
に
は
必
要

な
予
算
措
置
を
講
じ
る
な
ど
、

メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
町
政
運

営
に
努
め
ま
す
。

　
今
後
と
も
町
政
運
営
に
対

す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
令
和
２
年
度

に
実
施
す
る
施
策
に
つ
い
て
、

そ
の
骨
子
を
申
し
述
べ
ま
す
。

 

　「
第
五
次
南
風
原
町
総
合

計
画
」の
将
来
像「
と
も
に
つ

く
る
黄
金
南
風
の
平
和
郷
」

に
向
け
て
、
地
域
社
会
へ
の

愛
着
と
誇
り
、
そ
し
て
自
ら

責
任
を
持
っ
て
暮
ら
す
町
民

が
、個
々
の
思
い
を
表
し
、意

見
を
交
わ
し
、
夢
や
目
標
を

実
現
し
て
い
く
、
そ
の
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

諸
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
そ
の
基
本
理
念
の
「
平
和
」、

「
自
立
」、「
共
生
」
の
実
現
に

つ
い
て
は
、
世
界
の
恒
久「
平

和
」を
願
う
町
民
の
心
を
、
国

内
は
も
と
よ
り
世
界
へ
向
け

て
発
信
す
る
平
和
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

と
も
に
、
新
た
な
時
代
の
中

で
、「
自
立
」
し
た
人
々
が
育

ち
集
う
、
地
域
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
、
そ
し
て
自
然
と

の
調
和
、
人
と
人
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
た「
共
生
」の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
み
ん
な
で
創
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

多
様
な
学
び
の
場
を
と
お
し

て
町
民
一
人
ひ
と
り
が
共
に

考
え
、助
け
合
い
、支
え
合
っ

て
創
意
と
工
夫
で
地
域
力
を

高
め
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り

に
参
画
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
地

域
活
動
の
現
状
と
課
題
を
認

識
し
、
自
治
会
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
町
民
と
行
政
の
情
報
共
有

に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
を
は

じ
め
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
活

用
し
、
わ
か
り
や
す
く
必
要

な
情
報
を
発
信
し
ま
す
。ま

た
、
住
民
自
治
を
学
ぶ
出
前

講
座
や
学
習
会
の
開
催
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
各
種
委

員
会
等
へ
の
住
民
参
画
を
促

し
、
引
き
続
き
町
民
の
皆
様

の
ご
意
見
が
町
政
に
最
大
限

に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

　
子
ど
も
達
の
「
生
き
る
力
」

と
主
体
的
な
行
動
を
育
て
て

い
く
た
め
に
、「
家
庭
教
育
」、

学
生
の
派
遣
、「
青
少
年
の
国

際
交
流
」
に
よ
る
中
学
生
の

ハ
ワ
イ
派
遣
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
海
外
移
住
者
子
弟
を

南
米
か
ら
受
け
入
れ
親
戚
や

町
民
と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

は
、
黄
金
森
公
園
施
設
を
活

用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

を
誘
致
し
ま
す
。ま
た
、町
民

へ
広
く
ス
ポ
ー
ツ
実
践
の
機

会
を
与
え
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

及
び
競
技
力
向
上
の
推
進
等
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
第
二
次
南
風
原
町
地
域
福

祉
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
町

民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動
の

充
実
や
様
々
な
福
祉
課
題
の

早
期
把
握
及
び
相
談
支
援
体

制
の
強
化
を
図
り
、
関
係
機

関
と
連
携
し
地
域
で
支
え
合

い
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
重
点
を
置
く
と
と
も
に
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
学

童
期
の
生
活
習
慣
病
予
防
の

取
り
組
み
の
継
続
及
び
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
を

活
用
し
た
妊
産
婦
か
ら
子
育

て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
の
充
実
強
化
等
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援

体
制
を
強
化
し
、
健
康
長
寿

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
国
保
制
度

改
革
以
来
続
い
て
き
ま
し
た

国
保
会
計
の
赤
字
に
つ
い
て
、

令
和
元
年
度
末
で
す
べ
て
解

消
い
た
し
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、
令
和
２
年
度
以
降
も

厳
し
い
国
保
財
政
の
状
況
が

続
く
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
沖
縄
県
国
民
健
康
保
険

運
営
方
針
に
示
す
市
町
村
の

役
割
を
し
っ
か
り
と
担
い
、

県
と
連
携
し
安
定
的
な
運
営
、

負
担
の
公
平
化
及
び
医
療
費

適
正
化
の
取
り
組
み
を
推
進

工
夫
と
連
携
で

産
業
が
躍
動
す
る

ま
ち
に
つ
い
て

「
ふ
る
さ
と
教
育
」、「
学
校
教

育
」
を
通
し
て
、
自
ら
考
え
、

決
め
、
行
動
で
き
る
人
づ
く

り
を
家
庭
と
学
校
、
地
域
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。ま
た
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
児
童
・
生
徒
の
基

礎
学
力
の
定
着
と
併
せ
て
新

た
に
読
解
力
の
改
善
に
取
り

組
み「
確
か
な
学
力
」向
上
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
の
提
唱
す
る

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

の
実
現
に
向
け
、
町
内
小
中

学
校
の
全
普
通
教
室
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
整
備
を
行
い
「
創

造
性
を
育
む
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
実
現
」
に
向
け
た
整
備

を
進
め
ま
す
。

　
幼
稚
園
教
育
、
保
育
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た

幼
児
教
育
の
重
要
性
を
捉
え
、

専
任
園
長
配
置
や
「
幼
稚
園

体
育
活
動
充
実
事
業
」
な
ど

様
々
な
事
業
を
展
開
し
、
よ

り
一
層
の
幼
稚
園
教
育
及
び

保
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
の
増
に
対
応
す
る

学
校
共
同
調
理
場
の
施
設
整

備
を
図
る
と
と
も
に
、安
全
・

安
心
な
給
食
を
提
供
し
、
健

康
づ
く
り
に
努
め
、
食
育
を

推
進
し
ま
す
。

　
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
度
に
公
立
幼
稚
園
、

小
中
学
校
の
全
普
通
教
室
に

空
調
設
備
の
整
備
を
行
い
、

今
年
度
か
ら
稼
働
と
な
り
ま

す
。快
適
な
教
育
環
境
の
中

で
、
更
な
る
学
力
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
活
動

を
含
め
た
環
境
教
育
・
環
境

学
習
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
町
民
の
生
涯
学
習
を
推
進

す
る
た
め
、
中
央
公
民
館
や

文
化
セ
ン
タ
ー
を
文
化
活
動

や
学
習
活
動
の
拠
点
と
し
て

活
用
す
る
と
と
も
に
、
地
域

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
地
域

と
町
民
を
繋
ぐ
役
割
を
推
進

し
、
幅
広
い
年
齢
層
が
交
流

す
る
機
会
の
拡
充
を
図
り
ま

す
。

　
平
和
学
習
・
交
流
・
観
光

関
連
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
陸
軍
病
院
南
風
原

壕
群
の
活
用
、「
子
ど
も
平
和

学
習
交
流
事
業
」
に
よ
る
小

し
ま
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
を
し

て
い
る
保
護
者
か
ら
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
、

中
学
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

医
療
費
助
成
の
現
物
給
付

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

保
育
所
待
機
児
童
の
解
消

に
向
け
て
は
、
90
名
定
員
の

保
育
園
２
園
と
小
規
模
保

育
園
１
園
の
開
園
に
よ
る

定
員
増
及
び
認
可
保
育
園

と
の
連
携
し
た
解
消
策
に

継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
等

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
家
庭

が
社
会
的
に
孤
立
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
引
き
続
き

居
場
所
の
設
置
や
若
年
妊

産
婦
の
支
援
を
継
続
し
、
支

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

達
を
支
え
、
健
や
か
な
成
長

を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　
障
が
い
者
（
児
）・
高
齢

者
支
援
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
「
第
９
次
南
風
原
町
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
」、「
第

５
次
南
風
原
町
障
が
い
者

計
画
・
第
６
期
障
が
い
福
祉

計
画
・
第
２
期
障
が
い
児
福

祉
計
画
」
を
策
定
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
及
び
相
談

支
援
体
制
の
強
化
を
図
り
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

更
な
る
発
展
を
図
り
ま
す
。

 

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

農
地
の
有
効
活
用
を
推
進
し
、

農
地
の
保
全
や
土
壌
改
良
・

地
力
増
強
を
促
進
す
る
た
め

の
土
づ
く
り
奨
励
補
助
を
継

続
し
ま
す
。拠
点
産
地
で
あ

る
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
増
産
支
援

の
た
め
の
ミ
ツ
バ
チ
巣
箱
設

置
や
花
粉
交
配
用
品
種
の
導

入
な
ど
の
助
成
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
新
規
就
農
一
貫

支
援
事
業
の
活
用
に
よ
る
生

産
農
家
を
支
援
し
、
農
業
経

営
基
盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
特
定
地
域
経
営
対
策

事
業
を
活
用
し
、
自
然
災
害

に
強
い
施
設
の
整
備
を
行
い
、

付
加
価
値
の
高
い
農
産
物
の

生
産
や
出
荷
体
制
の
強
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
行
い
、
販
路
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支

援
す
る
こ
と
で
農
業
経
営
の

振
興
を
図
り
ま
す
。

　
担
い
手
育
成
な
ど
に
つ
い

て
は
、
町
農
業
委
員
会
の
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
、
農
地
中
間

管
理
機
構
と
連
携
し
耕
作
放

棄
地
や
遊
休
農
地
を
解
消
し
、

農
地
の
確
保
・
集
積
を
行
う

と
と
も
に
、
農
業
次
世
代
人

材
投
資
資
金
交
付
金
の
給
付

等
に
よ
り
、
新
規
就
農
者
等

の
農
業
の
担
い
手
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ

キ
ビ
振
興
に
つ
い
て
は
、
病

害
虫
対
策
や
種
苗
配
布
に
対

す
る
補
助
等
に
よ
る
生
産
振

興
を
図
り
ま
す
。

　
花
き
振
興
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
品
目
へ
の
取
り
組
み

の
強
化
や
導
入
支
援
に
努
め

る
と
と
も
に
、
ス
ト
レ
リ
チ

ア
立
ち
枯
れ
対
策
の
強
化
を

促
進
し
ま
す
。

　
畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、

生
産
基
盤
の
整
備
と
経
営
の

安
定
化
を
図
る
た
め
、
家
畜

公
害
・
環
境
保
全
対
策
事
業

や
家
畜
伝
染
病
予
防
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た

「
南
風
原
町
地
域
ブ
ラ
ン
ド

構
築
・
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

事
業
に
よ
り
、
特
産
品
の
商

品
開
発
や
、
販
路
拡
大
を
町

商
工
会
と
連
携
し
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。既
に
複
数
の
事

業
所
が
量
販
店
な
ど
と
商
品

の
販
売
契
約
を
結
ん
で
お
り
、

今
後
も
商
品
の
販
路
開
拓
に

取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、
中
小

企
業
対
策
に
つ
い
て
は
、
町

内
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の

強
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援

を
強
化
し
ま
す
。ま
た
、
本
町

へ
の
新
た
な
企
業
立
地
の
促

進
・
支
援
を
強
化
し
、
雇
用

拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
伝
統
工
芸
産
業
振
興
に
つ

い
て
は
、
振
興
計
画
に
基
づ

く「
後
継
者
育
成
事
業
」等
を

実
施
し
、
琉
球
絣
・
南
風
原

花
織
の
従
事
者
の
減
少
に
対

応
し
若
手
を
中
心
に
育
成
す

る
こ
と
で
、
現
代
の
新
し
い

感
性
を
持
っ
た
後
継
者
の
育

成
を
琉
球
絣
組
合
と
連
携
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、

観
光
協
会
と
連
携
し
て
観
光

施
策
の
推
進
・
振
興
に
努
め

ま
す
。

　
都
市
化
や
生
活
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
が
進
む
な
か
、
地

域
に
お
け
る
安
全
・
安
心
な

環
境
基
盤
づ
く
り
を
地
域
と

協
働
し
取
り
組
み
ま
す
。

　
道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、

昨
年
と
同
様
に
町
道
10
号
線

で
は
事
業
用
地
の
確
保
、
町

道
73
号
線
は
道
路
整
備
を
促

進
し
ま
す
。新
た
に
照
屋
地

内
の
町
道
68
号
線
は
、
整
備

に
向
け
た
設
計
業
務
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
街
路
事
業
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
津
嘉
山
中
央
線
は

道
路
の
整
備
、
津
嘉
山
中
央

線
２
工
区
は
事
業
用
地
確
保

の
た
め
の
物
件
補
償
を
進
め

ま
す
。

　
公
園
事
業
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
黄
金
森
公
園
の
老

朽
化
し
た
転
落
防
止
柵
の
取

り
替
え
、
津
嘉
山
公
園
で
は
、

北
側
斜
面
の
対
策
工
事
と
照

明
施
設
の
埋
設
管
等
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

　
津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
は
、
旧
津
嘉

山
ハ
イ
ツ
区
域
の
宅
地
造
成

及
び
本
部
公
園
線
等
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
の
汚
水
整
備

に
つ
い
て
は
、
津
嘉
山
北
土

地
区
画
整
理
事
業
区
域
と
津

嘉
山
中
央
線
を
重
点
地
区
と

し
て
整
備
を
促
進
し
、
併
せ

て
下
水
道
接
続
の
普
及
活
動

を
強
化
し
ま
す
。雨
水
整
備

で
は
、
引
き
続
き
照
屋
地
内

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ

い
て
は
、
神
里
地
区
汚
水
処

理
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
再

整
備
事
業
の
採
択
に
向
け
た

実
施
計
画
策
定
業
務
を
行
い
、

各
世
帯
の
接
続
の
普
及
活
動

に
つ
い
て
も
促
進
し
ま
す
。

  

計
画
関
係
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
那
覇
空
港
自
動
車
道

南
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
市
街
地

整
備
事
業
化
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
市
街
化
区
域

編
入
に
係
る
調
査
、
第
五
次

総
合
計
画
土
地
利
用
構
想
と

の
整
合
を
図
る
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
等
を

進
め
ま
す
。ま
た
、
南
風
原
町

景
観
条
例
を
令
和
２
年
度
か

ら
施
行
し
、
町
民
及
び
事
業

者
の
協
働
に
よ
る
良
好
な
景

観
の
形
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
交
通
安
全
施
設
整
備
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
、
横
断
防
止
柵
等
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

 

　
住
み
良
い
住
環
境
と
循
環

型
社
会
の
実
現
に
向
け
、
ご

み
減
量
化
と
資
源
化
・
再
利

用
を
促
進
し
ま
す
。ま
た
、
ご

み
の
不
法
投
棄
等
に
つ
い
て

は
、
町
内
の
不
法
投
棄
発
生

箇
所
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
し
、
立
て
看
板
等
を

設
置
し
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨

て
ら
れ
る
食
品
ロ
ス
削
減
の

た
め
、「
食
品
ロ
ス
削
減
計

画
」
策
定
に
向
け
取
り
組
み
、

「
は
え
ば
る
版
リ
サ
イ
ク
ル

ル
ー
プ
」事
業
を
中
心
に
、
町

民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
・
事
業
所

等
と
の
連
携
及
び
情
報
共
有

を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
へ
の
環
境
教
育
・
環
境
学

習
も
重
要
な
こ
と
か
ら
、「
は

え
ば
る
エ
コ
セ
ン
タ
ー
」を
活

用
し
た
各
種
環
境
講
座
や
学

校
と
の
連
携
に
よ
る
環
境
学

習
支
援
事
業
を
実
施
し
、環
境

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　
町
民
の
生
活
に
密
接
し
た

悪
臭
、
騒
音
、
水
質
汚
濁
、
振

動
等
の
公
害
問
題
に
つ
い
て

は
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し

生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
ま

す
。

 

　
本
町
の
令
和
元
年
度
予
算

は
、
緊
縮
財
政
に
よ
り
こ
れ

ま
で
に
な
い
厳
し
い
予
算
編

成
と
な
り
ま
し
た
。今
後
も

国
保
会
計
の
赤
字
の
解
消
、

東
部
消
防
庁
舎
建
設
に
伴
う

負
担
金
の
増
、
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
の
導
入
等
、
新

た
な
財
政
負
担
も
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
「
中
期
財
政
計

画
」を
見
直
し
、
令
和
２
年
度

か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
３
年

計
画
の
「
第
三
次
財
政
健
全

化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

歳
入
・
歳
出
の
両
面
に
お
い

て
健
全
化
に
取
り
組
み
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る

よ
う
、
計
画
を
着
実
に
実
行

し
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
務
め
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
予
算
編
成

に
つ
い
て
は
、「
第
三
次
財
政

健
全
化
計
画
」を
基
に
、
第
五

次
南
風
原
町
総
合
計
画
の
将

来
像
「
と
も
に
つ
く
る
黄
金

南
風
の
平
和
郷
」
の
実
現
を

目
指
し
、「
選
択
と
集
中
」
に

よ
る
予
算
編
成
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
子
育

て
支
援
・
教
育
の
充
実
を
図

り
、福
祉
向
上
、産
業
振
興
等
、

町
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
事
業

を
実
施
し
、「
南
風
原
町
に
住

ん
で
良
か
っ
た
」「
南
風
原
町

に
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」、

そ
う
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
町
づ
く
り
に
、
誠
心
誠

意
取
り
組
み
ま
す
。

　
令
和
２
年
３
月
４
日

南
風
原
町
長
　
赤
嶺
　
正
之

予
算
編
成
に
つ
い
て

み
ど
り
と
ま
ち
が

調
和
し
た
安
心
・

安
全
の
ま
ち
に

つ
い
て

環
境
と
共
生
す
る

美
し
く
住
み
よ
い

ま
ち
に
つ
い
て

健
全
な
行
財
政

運
営
に
つ
い
て
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令和２年度 集団健診日程

【お問い合わせ】　国保年金課　☎ 889-１７９８

国保年金課からのお知らせ国保年金課からのお知らせ

こんなときには、14日以内に届出を！こんなときには、14日以内に届出を！こんなときには、14日以内に届出を！こんなときには、14日以内に届出を！

職場の健康保険に加入、または親や配偶者の健康保険の被扶養者になっていない方は、
必ず国民健康保険へ加入しなければいけません。

　加入は、届出をした日からではなく、“国保に加入するべき日”に遡って加入することになります。
それにより、国保税も遡って納付することとなり、負担が大きくなります。また、届出が遅れた場合、
やむを得ない理由がない限り、未加入期間中に医療機関を受診した医療費は全額自己負担となります。

◆国保に加入する届出が遅れると…

◆国保を喪失する届出が遅れると…

こんなとき 必要なもの

国
保
に
加
入
す
る

国
保
を
や
め
る

そ
の
他

他の市町村から転入したとき

職場の健康保険をやめたとき

職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき

子どもが生まれたとき

生活保護を受けなくなったとき

外国籍の人が国保に加入するとき

前市町村の転出証明書

健康保険資格喪失証明書

被扶養者でない理由の喪失証明書

住所、世帯主、氏名等が変わったとき

修学や施設入所のため、他市町村に住むとき

保険証をなくしたとき、汚れて使えなくなったとき

国保の保険証

国保の保険証、在学・在園証明書

身分証、印かん

出生証明書

保護廃止決定通知書

在留カード

他の市町村へ転出したとき 国保の保険証

生活保護を受け始めたとき 国保の保険証、保護開始決定通知書

外国籍の人が国保をやめるとき 国保の保険証、在留カード

職場の健康保険に加入したとき
職場の健康保険の被扶養者になったとき

職場の健康保険の保険証 または 健康保険資格取得証明書
国保の保険証

国保被保険者が死亡したとき
死亡を証明するもの、国保の保険証
葬祭者の印かん、葬祭者の口座が分かるもの（通帳等）

※すべての手続きには・手続きに来た方の本人確認できるもの(免許証や住民基本台帳カード等)、
 ・認め印鑑が必要です。
※別世帯の方が届ける場合は、世帯主からの委任状が必要です。

　国保の資格がなくなっているのに届出が遅れると、手元にある国保の保険証を使って診察等を受けて
しまう場合があります。このようなときは、国保で負担した医療費を返していただくことになります。

まめ知識　国保から社会保険へ加入した際、社会保険の保険証が届くまでに病院受診する場合は、職場から
  「資格取得証明書」を発行してもらい、病院受診することとなります。

【お問い合わせ】　国保年金課　健康づくり班（ちむぐくる館）　☎ 889-7381

※健診担当は役場1階からちむぐくる館へ移動いたしました。

○特定健診・・・ 40歳～74歳の南風原町国民健康保険に加入する方
 保険証、特定健診受診券（保険証と一つになっています。）
○長寿健診・・・ 後期高齢者医療保険に加入している方
 後期高齢者保険証、長寿受診券（今年度75歳になられる方は電話や窓口にて発行になります。）
○基本健診・・・ 南風原町に在住の20歳～39歳までの職場等で健診を受ける機会のない方
 保険証、40歳未満受診券（黄緑色の受診券です。）

◆受診方法◆

◆対象者・受診に必要なもの

①集団健診…… 町が指定した日時（下記日時）に電話予約して、ちむぐくる館や津嘉山地域振興資料館で受診する方法
 予約先：健康づくり財団　☎８８９－６４９２　※詳しくはがん検診受診券又は健診ガイドをご確認ください。
②個別健診…… 町と契約した医療機関の施設で受診する方法
 ※特定健診は、県内約３７０の健診・医療機関で受診できます。直接医療機関にお問い合わせください。
 ※がん検診も同時希望の方は、がん受診券をご確認ください。
③人間ドック……町と契約した医療機関で「人間ドック」を申し込んで受ける方法
 ※人間ドックを希望する人に対して、特定健診とがん検診の項目について補助します。

特定健診（長寿健診・基本健診） 健診費用・・・０円（無料）

○胃・肺・大腸がん検診・・・ 南風原町に住んでいる、40歳以上の方
○乳がん検診・・・・・・・・・・・ 南風原町に住んでいる、40歳以上の女性の方
○子宮頸がん検診・・・・・・・ 南風原用に住んでいる、20歳以上の女性の方
 がん受診券、または40歳未満受診券（電話や窓口にて発行できます。）

◆対象者・受診に必要なもの
がん検診・婦人がん検診　　　　　　検診費用・・・医療機関により異なります。

各種健診のお知らせ

⎭
⎬
⎫

○令和２年度に40歳、50歳、60歳、70歳になる町民の方
　　　　　　　保険証・歯周検診受診券（窓口での発行になります。）

◆対象者・受診に必要なもの
歯周病検診  検診費用・・・１，０００円（生活保護受給者の方は自己負担額免除）

◆健診の種類◆

予約先：健康づくり財団　☎８８９－６４９２　受付時間：８：３０～１６：００

6月1日
6月30日
7月7日
7月15日
8月16日
8月24日
9月8日
10月11日
11月1日
11月17日
1月31日

月
火
火
水
日
月
火
日
日
火
日

５／７（木）・８（金）
５／２５（月）・２６（火）
６／１５（月）・１６（火）
６／１８（木）・１９（金）
７／１３（月）・１４（火）
７／２７（月）・２８（火）
８／１１（火）・１２（水）
９／７（月）・８（火）
１０／１（木）・２（金）
１０／１９（月）・２０（火）
１／５（火）・６（水）

与那覇・新川・山川・兼本ハイツ・東新川
宮平・宮城

津嘉山
兼城

全区域
大名・北丘ハイツ・宮平ハイツ・慶原・第一団地・第二団地

本部・喜屋武・照屋・神里
全区域
全区域

★ナイト健診★
全区域

8:30

10:00

ちむぐくる館

津嘉山地域振興資料館

ちむぐくる館

○

×
○

※職場等で補助のある方は除く

人数に達し次第受付終了となりますので予約をお願いします。

健診日 電話予約日 対象区域 受付時間 健診場所 胃がん

～

１８：００～１９：３０
８：３０～１０：００
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【お問い合わせ】　住民環境課　☎889-4414

【お問い合わせ】　国保年金課　☎８８９－１７９８ 

～国民年金からのお知らせ～
令和２年度 国民年金保険料 学生納付特例の申請について

～国民年金からのお知らせ～
令和２年度 国民年金保険料 学生納付特例の申請について

令和２年４月１日（水）
申請受付開始日

学生証、免許証、認め印
※卒業予定が延びた方は、
在学証明（原本）を持参ください

必要書類

令和２年４月から
　令和３年３月まで

申請対象期間

南風原町　国保年金課
（１階　５番窓口）

申請受付場所

８時３０分から１７時１５分まで
※土日、祝日は受付できません 

申請受付時間

学生の方は、申請により保険料の納付が猶予されます。
希望の場合、以下書類を持参のうえ来課ください。

【自動交付機の廃止について】
　町役場庁舎内に設置しております「自動交付機」は、機器の保守契約が令和 2 年 5 月 31 日をもって終了いたします。
　補修用部品の入手が困難となるため、保守契約終了後は、不具合が発生した時点で自動交付機の稼働を終了させてい
ただきます。
　町民の皆さまにはご不便おかけしますが、ご理解・ご協力の程よろしくお願いします。

【自動交付機サービス終了後について】
　「マイナンバーカード」や「住民基本台帳力ード」を利用して自動交付機同様に証明書を発行
できる「コンビニ交付サービス」をご利用ください。 町内外のコンビニエンスストアで各種証
明書が取得できます。
　ご利用可能時間：6 時 30 分～23 時まで ( 土曜日、日曜日、祝日も利用可能 )
※12 月 29 日～1 月 3 日の期間およびメンテナンス時はご利用できません。
　店舗によって利用時間が異なる場合があります。

【マイナンバーカードの取得について】
　「住民基本台帳力ード」の発行は平成 27 年 12 月末をもって終了しております。お手元の「住
民基本台帳力ード」の有効期限が切れてしまうと、コンビニサービスが利用できませんので「マ
イナンバーカード」の取得をご検討ください。 なお「住民基本台帳力ード」の有効期限内であっ
ても、「マイナンバーカード」の取得は可能です。

住民票等自動交付機の廃止について

住民票等の請求や住所の移動に関する届出、戸籍の届出の際の「本人確認」が法律上義務付けされています。
「戸籍や住民票等の不正取得」や「なりすましによる届出」を未然に防止し、個人情報を保護するためにも
本人確認する書類の提示をお願いいたします。

窓口での本人確認書類について ～戸籍・住民票などの各種証明～

【お問い合わせ】　住民環境課　☎889-4414

　町の下水道事業、農業集落排水
事業は 4 月 1 日より、健全で持続
的なサービス向上を目的として地
方公営企業法の財務適用で「官庁
会計（特別会計）」から「公営企業会
計（複式簿記）」へ移行します。
　主に会計方法の変更であり、使
用者の皆さんに直接の影響はあり
ません。また、手続き等もありま
せん。

【お問い合わせ】　保健福祉課（役場2階） ☎889-4416

場　所

毎週水曜日
13：15～15：15（13：00集合）

開始月から
3ヶ月

15人 無料
時　間 定　員実施期間 利用料

筋力アップ・体力づくりにおすすめの運動教室です!!
少し息がはずむ程度の運動内容となっています。

【 内 　 　 　 容 】
【 対 　 象 　 者 】
【 申 込 方 法 】

【 申 込 期 間 】
【 持 参 す る 物 】
【 そ 　 の 　 他 】

筋力トレーニング（自重負荷運動、マシントレーニング）、リズム体操等
町内在住の65歳以上の方で会場まで来られる方、介護保険の認定を受けていない方
電話で仮予約後、保健福祉課窓口（役場2階）にて受付。    
看護師等による健康確認を実施します。    
※健康状態によっては、受付できない場合もあります。ご了承ください。
定員に達するまで随時募集
室内靴、飲み物、タオル、運動しやすい服装
一部送迎あり（必要と認めた者） 

令和２年度　南風原町介護予防・日常生活支援総合事業　一般介護予防事業

「筋力アップ教室」（元気な高齢者向けのコース）

NB沖縄
（津嘉山1535）

※新型コロナウイルス感染症の影響で開始月がずれる可能性があります。

【お問い合わせ】　国保年金課　☎ 889-1798

はり・きゅう・あん摩・マッサージ
助成券の交付が始まります！

令和２年度

【お問い合わせ】
区画下水道課　☎ 889-２５０８

★対象者★
・南風原町の国民健康保険または後期高齢者医療保険に
 加入している方
　※その他要件があります。

◆申請期間◆
　令和２年４月１日（水）～令和３年３月31日（水）まで
　※予算の上限に達した場合は、受付を終了します。

◆申請に必要なもの◆
　○国民健康保険証または後期高齢者医療保険証
　○印鑑（認印可）

詳細は広報（令和２年３月号８ページ）、
もしくは町ホームページをご確認ください。

下水道事業の
公営企業会計へ移行

【本人確認書類】
一枚の提示でよいもの
（官公署の発行した
「顔写真付」証明書）

上記の証明書がない場合、
右記の「㋑２点」または
「㋑＋㋺」の組み合わせで、
２点以上の提示を
お願いします。

●運転免許証●旅券（パスポート）●マイナンバーカード●住民基本台帳カード（顔写真付）●官公署が
発行した免許証・許可証・資格証明書●外国人登録証明書●学生証（公立）●国または地方公共団体の機
関がその職員に発行した身分証明書
※学生証について、国立大学は国立大学法人（民営）なので「㋺」に該当します。
㋑　官公署の発行した「顔写真のない」書類等
　　●各種健康保険被保険者証●各種年金手帳●各種年金証書●住民基本台帳カード（顔写真なし）
　　●生活保護受給者証
㋺　民間発行の「顔写真付」の書類等
　　●学生証（公立を除く）●社員証
※預金通帳、キャッシュカード、診察券の場合、住民票の写し等の申請の場合は可、戸籍謄本等の申請
　の場合は不可
※学生証について、国立大学は国立大学法人（民営）なので「㋺」に該当します。

この制度を利用することで、

将来の年金受給権の確保、

万が一の事故などで

障害を負ったときの障害年金の

受給資格を確保することができるよ。

放置せず必ず相談してね！

町ホームページはこちら➡
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“生前贈与を考える”
子育てを間違えず、まともな子どもに育てておけば

相続争いなど起きるはずがない。  
遺言書を遺すことによって、かえって、

兄弟間の仲は悪くなりませんか。 
生前に遺産分割をする方法を考える！ 

那覇市寄宮2丁目5番45号   電話（098）854-2440
税理士　八幡　繁信　　税理士　浦本　智香子

（旧姓八幡）

税理士
法　人八幡会計事務所

リフォーム工事全般
各種防水/各種塗装

コンクリートひび割れ改修補修
落下防止工事/増改築

バリアフリー工事/水道/電気
シロアリ/タイル/鉄骨/アルミ
土木/ガラス/建物解体/

お墓改修・補修 ☎ 894-6875　FAX894-6876
護工業総合リフォーム専門

営業種目

マモル

凡事徹底
※当たり前の事をより丁寧に
徹底的に行って施工しております

No.1No.1
ご相
談・
見積
り

内装
プラ
ンニ
ング
まで

すべ
て無
料だ
るん

はえるん

おかげさまで地域密着、施工

公安委員会指定

【お問い合わせ】　まちづくり振興課　☎ ８８９－４４１２

【お問い合わせ】　保健福祉課　☎８８９－４４１６／FAX　８８８－１７７２
E-mail：H8894416S@town.haebaru.okinawa.jp

参加費 無料

対象者 町内在住の障がいをお持ちの方（障がいの種別は問いません）
 福祉行政に関心のある方（ボランティアとしての参加も可）

定　員 4０名程度

開催日 令和２年４月下旬～令和３年３月（月１回）　14:00 ～ 15:30　

場　所 南風原町防災保健福祉センター
 「ちむぐくる館（大ホール）」
参加申込期間 令和２年４月１日（水）～令和２年４月２１日（火）
申込方法 役場保健福祉課（２階）窓口及び
 ホームページより申込書記載のうえ、窓口・
 メール・ＦＡＸにて提出

学校応援隊はえばる ～できる人が・できることを・できるときに～（南風原町地域学校協働活動推進事業）

「走れ！翔南っ子レポーター」

書道指導 恩納由佳子さん　　昔あそび指導 赤嶺明美さん 新垣留美子さん

【翔南小】３年 【南風原小・津嘉山小・翔南小】 特別支援学級
「書道指導」 「昔あそび」

講師
（前列左から）大城徳次郎さん 大城和喜さん 宮城清政さん 友利恵良さん
（後列左から）はえるん隊 大城翔太さん 大城朝廣さん 末吉勇友さん

あなたも地域の応援団になりませんか

【お問い合わせ】生涯学習文化課（中央公民館内）☎８８９-０５６８

おんな　ゆかこ あかみね あけみ あらかき るみこ

南風原町ＭＩＸスポーツ教室

行
為
の
計
画

詳しい内容については町ホームページをご覧頂くか、まちづくり振興課までご連絡お願いします。

事
前
協
議

行
為
の
届
出

適
合
通
知

建
築
確
認
申
請

等
各
種
手
続
き

行
為
の
着
手

審

　査

適 合 の 場 合

予約・お問い合わせ
はえばるエコセンター

☎098-889-4425  南風原町役場地下１階

南風原町のホームページでもご覧いただけます。　'http://www.town.haebaru.lg.jp/docs/2017060100081/

はえばるエコセンターだより

たまねぎ染めたまねぎ染め はぎれを利用してマスクを作ります。

日時　4月3日(金)　10：00～12：00
場所　はえばるエコセンター
持ち物　染めるための布

感染症予防の情勢により、講座の
日程は変更となる可能性がありま
すのでご了承ください。

感染症予防の情勢により、講座の
日程は変更となる可能性がありま
すのでご了承ください。

小学生以上の親子で参加できる講座です。
参加費無料。事前の申し込みをお願いします。

日時　4月15日(水)
 10～11時、11～12時
 (２部制)
場所　はえばるエコセンター
持ち物　綿の布　 参加費　200円

普段は捨てる玉ねぎの皮で染物をします。
ミニ地球づくりミニ地球づくり

日時　4月6日(月)　10：00～12：00
場所　はえばるエコセンター
持ち物　ペットボトル(洗浄済みのもの)

地球の水循環が学べるテラリウムを作ります。

はぎれを活用！

立体
マスク作り
立体

マスク作り

おおしろ とくじろう　　　 おおしろ かずき　　　　みやぎ きよまさ　　　　ともり けいりょう

たい　おおしろ しょうた　　　おおしろ ともひろ　　　すえよし はやと

障がい者及び障がい児が、個々の能力や適性に応じて自立した日常生活及び社会生活を営むことができるようにスポーツ教室を
開催し、様々な運動を通して障がいのある人もない人も共に共生する事ができる地域社会の実現を目指すことが目的です。

集団及び個々でできるリズム体操や
道具を使った協調運動等

春休み・こども講座

■ 届出の流れ

南風原町景観条例が施行されました。

行　為 規　模

建
築
物

新築、増築、改築又は移転
次のいずれかに該当するもの	
（１）建築物の高さが10ｍを超えるもの
（２）建築物の延床面積が500㎡を超えるもの

外観を変更することとなる修繕
若しくは模様替又は色彩の変更 上記の規模に該当する建築物のうち、外観の変更の範囲が見付面積の過半となるもの

工
作
物

擁壁、垣等 高さが３ｍを超えるもの
ブロック塀等 高さが1.2mを超えるもの

鉄塔、煙突等
太陽光パネル含む

次のいずれかに該当するもの
（１）高さが10ｍを超えるもの
（２）築造面積が500㎡を超えるもの

電線路又は空中線等（その
支持物を含む）

高さ（電線路又は空中線の支持物が建築物と一体となって設置される場合にあって
は、全体の高さ）が１０ｍを超えるもの

外観を変更することとな
る修繕若しくは模様替又
は色彩の変更

上記の規模に該当する工作物のうち、外観の変更の範囲が10㎡を超えるもの

そ
の
他

・都市計画法第４条第１２項に規定す
る開発行為 土地の面積が500㎡を超えるもの

・土地の開墾、その他の土地形状の変更 土地の面積が500㎡を超えるもの
・屋外における土石、再生資源その他物
件の堆積 土地の面積が500㎡超える又は高さが３ｍを超えるもの

地　区 行　為
　伝統的集落地区
　主要道路沿道(A)
　主要道路沿道(B)
　森と緑の保全地区
　親水地区

（１）（表１）に掲げる行為
（２）建築基準法第６条に基づく確認申請が必要な行為

■ 地 区 区 分 に よ る 届 出 対 象 行 為（表２）

■ 届 出 対 象 行 為（表１）

新
設
・
増
築

改
築
又
は
移
転

　本町の魅力ある景観の保全及び創造を図るため、令和２年４月１日より南風原町景観条例が施行されました。
良好な景観の形成には、町民、事業者の皆様のご協力が不可欠です。
　南風原町景観条例の施行に伴い、（表１）（表２）の行為を行う際は、町へ届出が必要となります。　ご理解の程、
よろしくお願いします。ご不明な点は、まちづくり振興課までご相談ください。
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（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

（７）期末手当・勤勉手当

（８）退職手当（平成31年4月1日現在）

（９）時間外勤務手当

（３）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成31年4月1日現在）

（４）職員の初任給の状況（平成31年4月1日現在）

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成31年4月1日現在）

（６）一般行政職の級別職員数の状況（平成31年4月1日現在）

①一般行政職

住民基本台帳人口
（平成30年度末）

39,316人 15,256,311千円 667,757千円 1,713,506千円 11.23% 9.96%

区　分 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）（参考）平成29年度の
人件費率

30年度

区　分

区　分
南風原町
沖縄県

国

41.6歳
41.1歳
43.4歳

315,200円
310,000円
329,433円

369,302円
369,219円
411,123円

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

職員数（Ａ）
給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

給　　与　　費 一人当たり
給与費（Ｂ／Ａ）

（参考）29年度平均
　　　一人当たり給与費

30年度 191人 618,087千円 101,956千円 245,091千円 965,134千円 5,053千円 5,075千円

（注）１．職員手当には退職手当を含まない。　２．職員数は、平成30年4月1日現在の普通会計人数である。

（注）1．退職手当の１人当たり平均支給額は、平成30年度に退職した職員に支給された平均額である。

（注）１．「平均給料月額」とは、平成31年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。

（注）１．南風原町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

②技能労務職（現業職）
区　分

区　　　分

区　　　分

区　　　分 １級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 計

経験年数10年以上～15年未満 経験年数15年以上～20年未満 経験年数20年以上～25年未満

南風原町 沖縄県 国

南風原町
沖縄県

国

一般行政職

技能労務職

一般行政職

51.4歳
55.1歳
50.9歳

311,600円
345,400円
287,312円

340,410円
388,165円
329,380円

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

大学卒
高校卒
高校卒
中学卒

大学卒
短大卒
高校卒

主事
16

11.8%

主事
12

8.8%

主査
38

27.9%

主査
16

11.8%

班長
35

25.7%

課長
14

10.3%

部長
5

3.7%

-
136

100.0%

標準的な職務内容
職　員　数
構　成　比

278,077円
241,525円
230,933円

342,300円
282,625円
271,200円

367,385円
331,380円
332,512円

182,200円
150,600円
147,900円
139,900円

182,200円
150,600円
147,900円
139,900円

182,200円
150,600円

-
-

　町職員の給与については、町議会における予算及び給与条例の審議や告示等を通じて明らかに
されていますが、町民の皆さまにより一層のご理解をいただくため、その内容をお知らせします。

南　風　原　町

1,360千円

2.60月分 1.85月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　5％～12％
・管理職加算　-

１人当たり平均支給額
（30年度）

平成30年度支給割合

加算措置の状況

南　風　原　町
自己都合

28.0395月分
39.7575月分
47.7090月分

勧奨・定年
33.2708月分
47.7090月分
47.7090月分

-　千円 21,468千円

区　　分
勤続25年
勤続35年

最高限度額

支
給
率

その他の加算措置
１人当たり平均支給額

定年前早期退職特別措置（2％～20％加算）

沖　　縄　　県

1,504千円

期末手当
2.60 月分

勤勉手当
1.85 月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　5％～20％
・管理職加算　10%

4 
32 
17 
0 
5 
3 

22 

33 
13 
129

4 
32 
17 
0 
5 
3 

20 

35 
13 

129 

0
0
0
0
0
0

△ 2

2
0
0

議会
総務
税務
労働

農林水産
商工
土木

民生
衛生
計

１人当たり平均支給額
（30年度）

平成30年度支給割合

加算措置の状況

沖　　縄　　県
自己都合

28.0395月分
39.7575月分
47.7090 月分

勧奨・定年
33.2708月分
47.7090月分
47.7090月分

5,543 千円 20,822千円

区　　分
勤続25年
勤続35年

最高限度額

支
給
率

その他の加算措置
１人当たり平均支給額

定年前早期退職特別措置（2％～20％加算）

支給実績（平成30年度決算）
職員１人当たり平均支給年額（平成30年度決算）

支給実績（平成29年度決算）
職員１人当たり平均支給年額（平成29年度決算）

（11）特別職の報酬等の状況
　　（平成31年4月1日現在）

50,992 千円
274千円

47,902千円
256千円

（10）その他の手当（平成31年4月1日現在）

配偶者　6,500円　子　10,000円（16歳から22歳の子１人につき5,000円加算）父母等　6,500円
最高支給額27,000円（借り受け）　平成25年４月１日廃止（所有）
通勤距離が2㎞以上（バス賃相当額35,000円以下　自家用車等の距離に応じて2,000円～31,600円）

支　給　単　価手当名
扶養手当
住居手当
通勤手当

区　分 給料月額等

町長

副町長

790,000円
（減額後） 632,000円

645,000円
（減額後） 580,500円

議長
副議長

常任委員長
議員

300,000円
250,000円
242,000円
233,000円

教育部門

小計
下水道
その他
小計

合計 208
［219人］

207
［219人］

△ 1
［０人］

62

191 
5 
12 
17 

63

192
6
9
15

1

1
1

△ 3
△ 2

職員派遣による減（△1）
学校施設整備への対応による減（△1）
児童福祉部門の増（２）

学校施設整備への対応による増（１）

公営企業会計対応による増（１）
退職による減（△3）

町長
副町長

（平成30年度支給割合）
3.35月分

加算措置：有

議長
副議長

常任委員長
議員

（平成30年度支給割合）
3.35月分

加算措置：有

給
　料

報
　酬

期
末
手
当

国の制度との異同
同じ
同じ

異なる

（12）部門別職員数の状況と主な増減理由

区　　　分 主な増減理由職員数 対前年
増減数平成30年

普
通
会
計
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

平成31年

（各年4月1日現在）

町職員の給与についてお知らせします町職員の給与についてお知らせします町職員の給与についてお知らせします

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。　２　[     ]内は、条例定数の合計である。

役 場 人 事 異 動 ※役職名（異動前役職名）氏名

◆異動　令和2年４月１日付  
【部長職】 経済建設部長（まちづくり振興課長）
  金城　政光

【課長職】 会計管理者兼会計課長（まちづくり振興課庶務班長）
  赤嶺　薫
 まちづくり振興課長（区画下水道課下水道班長）
  仲里　明
 生涯学習文化課長（会計管理者兼会計課長）
  島袋　健

【部長職】 （経済建設部長） 神里　操也
【課長職】 （生涯学習文化課長） 神里　智
【班長職等】 （保健福祉課） 仲村　るみ子
 （生涯学習文化課） 上原　守
 （北丘幼稚園） 玉那覇　悦子
 （まちづくり振興課） 照屋　守
 （こども課） 島袋　久乃

◆退職　令和2年３月３１日付    
令和２年４月１日付で、
教育長に 新垣 吉紀 氏、
教育委員に 大城 雅史 氏が
就任しました。

町教育委員会
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39,973人(+14)
19,650人(+14)
20,323人(+0)
15,596戸(+17)

222人
135戸

人口
男性
女性
世帯数
外国人登録人口
外国人世帯数

43人
20人
116人
125人

出生
死亡
転入
転出

2月の人の動き町の人口（2月末現在）

私たちは、南風原町民であることに誇りをもち、
みんなで力をあわせ、明るく、豊かで、住みよい町をつくるため、
すすんで次のことを実行しましよう。

１ 私たちは、教育を大事にし、文化のかおり高い町をつくりましょう。
１ 私たちは、自然を愛し、みどり豊かな美しい町をつくりましょう。
１ 私たちは、健康で明るい家庭をつくりましょう。
１ 私たちは、きまりと時間を守り、住みよい町をつくりましょう。
１ 私たちは、よく働き、よく学び、豊かな町をつくりましょう。

【お問い合わせ】　図書館 ☎889-6400

・流浪の月／凪良ゆう    
・店長がバカすぎて／早見和真    
・夏物語／川上未映子    
・にちにいまし／山本彩香    
　ちょっといい明日をつくる琉球料理と沖縄の言葉    
・感動のどうぶつ物語　運命とキズナ／青空　純    
・古代遺跡のサバイバル２　秦の始皇帝陵編２／洪在徹    
・ヒミツのステキ女子☆レッスン／ステキ女子研究会    
・本当はこわい話４　だましたはずがだまされる／小林丸々    
☆他にも新着図書あります。詳しくは図書館まで

2020年２月　利用状況

4月受入予定図書 都合により受入が
遅れる場合があります。

　開館日数：
　入館人数：
　貸出人数：
　貸出冊数：

開館時間 平日：10時～19時
土日：10時～17時

○で囲んでいる日は休館日です。
が付いている日は読み聞かせの日です。

4 月 （2020年）
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

12日
2 ,343  人
1 ,303  人
5 ,182  冊

毎週火曜日・第４木曜日・祝日はお休みになります。

　2020年、ついにプログラミング教育が小学校で必修化さ
れます。入門向けプログラミング言語の使い方と、本格的な
プログラミング言語の基礎を、マンガでマスターしよう! 

『プログラミング教室』

　ご利用されている図書館利用者カードの有効期限は１年間となっています。
登録内容（住所・氏名・電話番号・在学・在勤など）に変更がない場合でも、現
住所を確認できるもの（免許証・保険証など）のご提示をお願いしておりますの
で、ご協力お願い致します。

対　　　象： 南風原町内に在住、在勤、在学の方
必 要 書 類： 住所、本人確認のできるもの
 （免許証・住民票・保険証・学生証等） 
　　　　　　※在勤の方は、町内住所表記のある保険証や社員証などの
 在勤を証明できるものが必要です。
貸 出 冊 数： ５点（内にＣＤ・ＤＶＤを１点を含める）
貸 出 期 間： 2週間（ＣＤ・ＤＶＤは１週間） 
開 館 時 間： 平日午前１０時～午後７時
　　　　　　土日午前１０時～午後５時
休  館  日： 毎週火曜日・第四木曜日・国民の休日・慰霊の日 
 年末年始・特別整理期間
住 　 　 所： 南風原町字喜屋武２３６番地（中央公民館と複合施設です。）

監修：たにぐち　まこと

☆毎月第 3 木曜日の赤ちゃんタイム（10:30 ～ 12:00）に
絵本の読み聞かせをしています。 

  
☆また、第 2 土曜日の 13:30 ～ 13:50 にも英語での絵本

の読み聞かせを行っています。ぜひご参加ください。

1
ピックアッ

プ図書

南風原町観光協会
☎  851-7273
はえばる観光案内所
☎  882-6776 

お問い合わせ

は
え
ば
る
日
和

は
え
ば
る
日
和

‐新型コロナウイルスに伴うイベントの中止及び延期について‐
当協会が主催、予定しておりました下記イベント等は、やむを得ず中止及び延期といたしました。
皆様には深くお詫び申し上げます。

図 書館利用案内

南風原町観光協会　職員募集!!
南風原町のまちづくりを
お手伝いしませんか？

字与那覇がテレビで紹介されます！！

一緒に南風原町を PR しましょう！南風原町をこよなく愛する方をお待ちしております。
【お問い合せ】　南風原町観光協会☎098-851-7273

図書館では、本を無償で貸出しています

沖縄テレビ  『OKINAWA MONDE W・ALKER(おきなわモンドウォーカー)』で、
沖縄大好きフランス人俳優ジリ・ヴァンソンと、ウチナーンチュのタレント 澪花が
字与那覇をまち歩きした様子が、放送されます！！ぜひ、ご覧ください★

● 劇団海　第３回公演 くるがにぬゆ／金城哲夫展
  【チケット／払戻しに関する問い合わせ】☎098-851-7273（9:00～17:00）
● 喜屋武・照屋まち歩きツアー

次回開催につきましては、今後はえばる広報誌や当協会ホームページ等にてお知らせいたします。
その他イベント等につきましても現在計画しておりますので、今年度も宜しくお願い致します。

4月19日㊐

【お問い合わせ】　ちむぐくる館 ☎ ８８９－7381

【お問い合わせ】  学校教育課　☎889-6181

就学援助制度のお知らせ就学援助制度のお知らせ

　公益財団法人結核予防会では、結核を中心とした胸
の病気をなくして、健康で明るい社会をつくるための

「複十字シール運動」を実施し、募金活動を行うととも
に、病気への理解を広め、予防の大切さを伝えています。
　本町においても結核予防会沖縄県支部、沖縄県結核
予防婦人連絡協議会からの協力依頼をうけ、各字自治
会を通して町民の皆様に募金への協力依頼を行ってき
ましたが、沖縄県支部の体制の見直しや、近隣市町村の
状況も踏まえ本町からの募金の協力依頼は行わないこ
とにいたしました。これまで町民の皆様にはご理解ご協
力いただきありがとうございました。
　令和元年度は、1,101,200 円の募金があり、沖縄県
結核予防婦人連絡協議会へ振り込みましたのでご報告
いたします。皆様のご協力ありがとうございました。
　なお、複十字シール募金の情報につきましては、公益
財団法人結核予防会のホームページでご確認ください。

（http://www.jatahq.org/)

・DVD「いちゃりば南風原」（２０分）
・南風原町情報資料の配布
・南風原文化センター見学
・観光協会とその活動紹介

下記日曜日と祝日
　10時～11時 ／ 13時～14時 （1日2回）
　●4/26（日）･ 5/3（日）･ 5/4（月）･ 5/5（火）・
　  5/10（日）･ 5/17（日）

【お問い合わせ】ちむぐくる館　☎ 889-7381

  

健康・育児だより健康・育児だより

※健診の通知は1回のみです。
※以前通知を受け、受診されていない方は上記の該当する健診の日に
　受診することができます。　詳しくはお問い合わせください。

◎乳児一般健診
日時/4月5日(日)、
　　 4月18日(土)　
受付/8時40分～10時30分
◎1歳6ヶ月児健診
日時/4月2日(木)
受付/13時～14時30分

◎2歳児健診
日時/4月9日(木)、
　　 4月23日(木)
受付/13時～14時30分
◎3歳児健診
日時/4月16日(木)
受付/13時～14時30分

教室・相談会

・・・・・・・・
場所/ちむぐくる館（字宮平697番地10）

・対象者には
　個別通知しています。

　南風原町では小・中学校に通うお子さんが、楽しく
安心して就学できるよう、経済的にお困りのご家庭に
学用品費や給食費など費用の一部を援助する制度を
設けております。

　役場４階　学校教育課で申請書の配布・受付を
しております。（申請書は町のホームページからもダ
ウンロード可能です。）

※認定月によって援助費目、援助額などが変わりますのでお
早めに申請をお願いいたします。

※平成３１年（令和元年）度の認定を受けて
いる方も再度申請が必要となりますので
ご注意ください。

※詳しくは町ホームページ、または下記の連
絡先までお問い合わせください。

▶就学援助制度とは

▶申請書の配布・受付場所

▶注意事項

複十字シール募金について複十字シール募金について ようこそ！南風原町へ
～南風原を知るミニ講座～
ようこそ！南風原町へ

～南風原を知るミニ講座～

● 日 時

● 内 容

★新しく南風原の住民になった方・どなたでも
南風原町の概要をご紹介致します。

【お問い合わせ】文化センター ☎ ８８９－7399

令和２年度

8:30～ 8:55　

利 用 者 カ ー ド の更新について

参加費無料

健康診断

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4月の教室・相談
会については中止といたします。なお、個別相談は随時受け
付けています。 お問い合わせください。

【中止】 7ヶ月児相談：4月8日（水）13時～、14時15分～
 対象児：令和元年9月生まれ

【中止】 マタニティー教室：4月22日（水）10時45分～
 対象者：妊娠16週～23週の妊婦
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土
地・家
屋
価
格
等
縦
覧
簿
の
縦
覧

■
期
間
／
4
月
1
日
〜
4
月
30
日

　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
日
、祝
日
除
く
）

■
場
所
／
税
務
課 （
役
場
2
階
）

■
縦
覧
範
囲
／
町
内
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
に

　
つ
い
て
縦
覧
可
能

■
対
象
／
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
ま
た
は
納
税

　
管
理
人
、代
理
人（
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

　
要
）

※

本
人
確
認
の
た
め
運
転
免
許
証
等
を
持
参
し
て
く

　
だ
さ
い
。

■
問
／
税
務
課 

資
産
税
班
☎
８
８
９-

4
4
1
3

令
和
２
年
沖
縄
県
赤
十
字
大
会

有
功
章
受
賞

　
１
月
21
日
に
浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

「
沖
縄
県
赤
十
字
大
会
」が
開
催
さ
れ
、
赤
十
字
に
尽

力
し
地
域
福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
と
し

て
本
町
か
ら
左
記
の
２
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
業
務
功
労
の
部
】

◇
金
色
有
功
章（
20
年
）大
城
　
千
代（
照
屋
）

◇
感
謝
状（
10
年
）島
袋
　
幸
子（
宮
平
）

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
問
／
こ
ど
も
課
☎
８
８
９-

7
0
2
8

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

ご
み
出
し
に
つ
い
て

祝
日
に
関
し
ま
し
て
も
、
収
集
曜
日
ど
お
り
の
地
区

の
ご
み
回
収
を
行
い
ま
す
。

■
問
／
住
民
環
境
課
　
☎
8
8
9-

1
7
9
7

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

■
内
容
／
聴
覚
障
が
い
や
、
聴
覚
障
が
い
者
の
生
活

及
び
関
連
す
る
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
と
認

識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
手
話
で
日
常
会
話
を
行

う
に
必
要
な
手
話
語
彙
及
び
手
話
表
現
技
術
を
習

得
す
る
講
座

■
期
間
／
２
年
間（
入
門
編
・
基
礎
編
　
各
1
年
）　

　
入
門
編
：
令
和
２
年
６
月
25
日
〜
令
和
３
年
２
月 

　
　
　
　
毎
週
木
曜
日 

14
時
〜
16
時（
全
30
回
）

　
基
礎
編
：
令
和
３
年
５
月
　 

〜
令
和
４
年
２
月 

　
　
　
　
毎
週
木
曜
日 

14
時
〜
16
時（
全
40
回
）

■
場
所
／
令
和
２
年
度
　
上
半
期
：
南
城
市
役
所（
南

城
市
と
合
同
開
催
の
た
め
）

　
下
半
期
：
南
風
原
町
中
央
公
民
館

■
募
集
人
数
／
10
名
程
度

■
申
込
期
限
／
５
月
29
日
ま
で

■
対
象
／
南
風
原
町
在
住
ま
た
は
南
風
原
町
在
勤

者
。町
外
の
方
に
つ
い
て
は
、
申
込
人
員
に
つ
い

て
調
整
し
ま
す
。（
講
座
修
了
後
、
南
風
原
町
手
話

奉
仕
員
と
し
て
の
登
録
及
び
活
動
・
学
習
会
へ
の

参
加
可
能
な
方
）

■
費
用
／
3
，0
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
・
資
料
代
）

■
問
／
保
健
福
祉
課
　
☎
８
８
９-

４
４
１
６
／

F
A
X 

８
８
８-

１
７
７
２

4
月
2
日
　
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

4
月
2
〜
8
日
　
発
達
障
害
啓
発
週
間

　
毎
年
４
月
２
日
を「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー｣
と
す
る

こ
と
が
決
議
さ
れ
、
全
世
界
の
人
々
に
自
閉
症
を
理
解

し
て
も
ら
う
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
日
本

で
は
、
４
月
２
日
〜
8
日
を「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」と

位
置
づ
け
、関
連
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
、理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、発
達

障
害
の
あ
る
人
だ
け
で
は
な
く
、
だ
れ
も
が
幸
せ
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
／
保
健
福
祉
課
　
☎
８
８
９-

４
４
１
６

情
報
あ
り
く
り

 編集後記
今月の表紙は中学校の卒業式です

。

新型コロナウイルス感染症の影
響は

あったものの、在校生たちからの
メッ

セージやサプライズもあり、卒業生
たち

にとって思い出に残る式だったの
では

ないでしょうか。
そして、私も広報担当から卒業する

こと

になりました。
１年間、ありがとうございました！

これ

からも広報はえばるをよろしくお
願い

します！

ご
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ご
ざ
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南
風
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中
学
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第
42
期
卒
業
生

　
同
窓
会
の
余
剰
金

　
よ
り
寄
付

●内科　●消化器内科　●循環器内科　●呼吸器内科　●腎臓内科　●小児科　●外科
●心臓血管外科　●整形外科　 ●泌尿器科　●肛門外科　●脳神経外科　●放射線科
●耳鼻咽喉科　●リハビリテ－ション科　●人間ドック　●人工透析内科　●麻酔科

●ふれあい訪問看護ステーション ●訪問リハビリテーション ●訪問介護
●沖縄第一病院指定居宅介護支援事業所 ●通所リハビリテーション ●通所介護
●介護老人保健施設「おおざと信和苑」 ●住宅型有料老人ホーム「そよかぜ」

有料老人ホーム
そよかぜ

宮 城 信 雄
石 川 直 樹

理事長
院　長

●禁煙外来   月曜日の午後です。(初回のみ要予約)
●睡眠時無呼吸症候群の検査・治療を行っています。
●乳がん検診行っています。(要予約)
●救急外来行っています。（内科・外科のみ）午前9時～午後5時

 土曜日は午前のみ

〒901-1111 南風原町字兼城642-1 ☎(098)888-1151

月・火・金≪午前≫9時～12時　≪午後≫2時～6時
　　水・木≪午前≫9時～12時　≪午後≫2時～5時　
　　　　土≪午前≫9時～12時　≪午後≫2時～5時　耳鼻咽喉科のみ
※休診日／日曜・祝日

診察時間
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リ
●

南風原役場●

　イエロー
●ハット

●沖縄銀行

◀国場 兼城十字路 与那原▶

▲
首
里

大
里
▼

●兼城交番

●南風原小

●印刷団地
●

auショップ

琉
球
銀
行
●

●
給
油
所

ト
ヨ
タ
●

2626



発
行

／
南

風
原

町
総

務
部

総
務

課
　

■
〒

901-1195 沖
縄

県
島

尻
郡

南
風

原
町

字
兼

城
686（

3F）　
☎

098-889-4415　
■

町
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 　
http://w

w
w

.tow
n.haebaru.lg.jp

印
刷

／
沖

縄
高

速
印

刷
株

式
会

社
〒

901-1111 南
風

原
町

字
兼

城
577　

☎
 098-889-5513

No.503
2020

は
え
ば
る

4

お問い合わせ　産業振興課　☎ 889-4430　　南風原町商工会　☎ 889-6121

はえばる良品

　次代のスーパーフードとして注目されはじめているモ
リンガと真摯に向き合い、完全無農薬、完全無肥料で
栽培し、低温乾燥させて茶葉として商品化。
　１杯のお茶にはなんと 90 種類以上の栄養素が含ま
れているというのですから驚きです。

モリンガファームさんご園芸
南風原町字神里 496-2
☎ 098-889-5562
営業時間：9:00-19:00
定休日：旧盆・正月
ホームページ：https://moringafarm.buyshop.jp/（ショッピングサイト）

～令和元年度認定商品～

　瑞泉酒造と南風原がタッグを組んで誕生したのが
新酒「南風原」と5年古酒「南風原 premium」の 2品。
　ラベルのデザインも南風原在住のデザイナーによる
もの。ふくよかな味わいも華やかな見た目も南風原住
民の賛同を得たお墨付き。

瑞泉酒造株式会社　仲瀬原貯蔵庫
南風原町字宮平 303-2
瑞泉酒造株式会社　本社（首里）のみ酒蔵見学が可能です。
那覇市首里崎山町 1-35　☎ 098-884-1968
営業時間：9:00-18:00※受付は 17:00 まで
ホームページ：https://www.zuisen.co.jp/

　有効成分は自然界のものばかりで、“ みつろう”と
いう、蜂の子や女王蜂を守るための特殊な分泌物や、
ホホバオイル、マカデミアナッツ、シアバターなどが主で
す。また、沖縄で古くから抗菌作用があると親しまれて
いる「月桃」の精油をさらに配合。

沖縄子育て良品株式会社
南風原町字宮平 259-101
☎ 098-996-2550
営業時間：10:00-17:00
定休日：日曜日・祝日・第 3 月曜日
ホームページ：https://www.kosodate-ryouhin.co.jp/

　味わいの主役は、自社生産のEMたまごはもちろんで
すが、特筆すべきは「クリームチーズ」。何種類ものチーズ
で試作を重ね、美味しさを追求していくうちにたどり着い
たのが沖縄産のチーズをつくるチーズガイことジョン・デ
イビスさん（イギリス出身）。沖縄県産のチーズ菌で発酵
されるクリームチーズは同店専用で思い描いた味わいへ。
有限会社　美ら卵養鶏場
南風原町字兼城 293
☎ 098-889-1950
営業時間：11:00-18:00
定休日：なし
ホームページ：https://m-egghouse.com/

　南風原町地域ブランド認定商品「はえばる良品」は、南風原町の魅力を多くの方に知ってもらい、南風原町の産業振興
と知名度やイメージの向上を図ることを目的として、食品部門及びモノづくり部門の認定を行っております。

30％５年古酒『南風原』Premium 720ml
30％『南風原』720mlモリンガ茶

おきなわティーツリーバーム〔ミニ〕・
おきなわラベンダーバーム〔ミニ〕

　　EMたまごチーズケーキ
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http://www.town.haebaru.lg.jphttp://www.town.haebaru.lg.jp

令和２年度　施政方針
   健康保険の届け出について
住民票等自動交付機の廃止について
   給与について

おもなトピックス

【表紙の写真】　卒業式（南星中学校）【表紙の写真】　卒業式（南星中学校）

町のホームページはこちら町のホームページはこちら 南風原町LINE公式アカウント
友だち追加はこちら

南風原町LINE公式アカウント
友だち追加はこちら
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